
事　　　業　　　概　　　要

○ 地域防災活動支援事業

529
産業道路舗装道補修事業

☆ 220,000
○ 川崎区放置自転車対策事業
☆ 787,825

◎ 地域の縁側活動推進事業

860

◎ 前向き子育て支援事業

　 1,428
◎ 川崎区子育てグループ支援事
業

345
○ 思春期問題対策事業

2,540

○ 川崎区エコプロジェクト事業

2,042
臨海地区道路不法投棄対策
事業
☆ 1,801

○ 地域資源を活かしたまちづくり
事業

7,395
かわさき産業ミュージアム推進
事業

1,391
○ 「音楽のまち・かわさき」推進事
業

4,202
○ 企業市民交流事業

6,157

◎ メルマガ「インターコムかわさき
く」配信事業

1,125
○ いきいきかわさき区提案事業

2,090
◎ 地域コミュニティ活性化事業

714

11　各区の主な取組（協働推進事業費および区の課題解決に向けた取組の予算）

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）

事　　　　　業　　　　　名
Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

地域における子どもの支援と拠点づくりとして仮称こどもサポートステーション旭
町を創設し、課題や悩みを抱えている子どもに対する相談・支援を行うフリース
ペースを週2回に拡充する。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

緑環境の充実、CO2削減に向けた取組を推進する。緑のカーテン及び地域緑
化事業、環境先進企業見学、環境出前講座を引き続き実施するとともに、昨年
度から始めた環境ポスターコンクールは規模を拡充して実施する。

約10年前に実施した低騒音舗装が経年劣化及び交通量の増大により、舗装自
体の劣化と表層の剥離が見られるようになったため、低騒音舗装補修を実施
し、車両走行の安全性と沿道環境の回復を図る。

区内町内会に限らず、自主防災組織が結成されていない大型集合住宅等も対
象として、防災に関する施設として東扇島東公園の見学や防災講演会を開催
し、区民の防災意識の向上を図り、地域の防災力を強化する。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

各地区で活動している子育てグループに親子体操を指導する講師や心理職講
師を派遣し、活動の活性化を図るとともに、子育て力のスキルアップにつなげて
いく。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

22種類のアドバイスシート（子どもの問題別）を活用して育児相談を行う。また、
DVDや教本を使って年2回、育児不安を抱える母親を対象にグループワークを
開催する。

地域住民が安心して気軽に立ち寄れて信頼できる人々と、日常生活に関する
ことや、健康づくり、いきがいづくりなどに関して語り合ったりすることにより顔の
見える交流ができる場所（地域の縁側）づくりを推進する。

鉄道駅周辺に駐輪場を整備するほか、放置自転車の監視・撤去などの取組を
実施する。

地域、企業、警察と連携し、不法投棄させない環境づくりを推進する。不法投棄
防止対策のパトロール、フェンス設置のほか、看板及びステッカーを作成し、常
習的な投棄場所への設置及び協力企業等の車両にステッカーを配布する。

転入者に対し、町内会・自治会のエリアや区域一覧を記載した川崎区町内連
合会エリアマップを配布することにより、町内会・自治会をPRし、加入率向上を
図る。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

区が地域課題の解決につながるテーマを設定し、市民団体から事業提案を募
集する。提案を受けた事業を審査委員会で諮り、検討する。実施が決定した事
業については提案した団体に委託する。

歴史や文化など川崎区ならではの観光資源を活かした回遊性に富むにぎわい
のあるまちづくりを推進する。佐藤惣之助生誕120周年記念イベントや二ヶ領用
水竣工400年記念イベントなどを実施する。

「インタラクティブかわさきネットワーク」の活動を推進し、企業市民と生活市民の
交流や企業の社会貢献活動の促進を図る。新たに地元高校生と連携し、企業
が行うCSR活動の評価や企業戦略等を調査・研究する企画を実施する。

区内に住む外国人市民に対し、行政情報及び地域情報を携帯電話メールを活
用して配信する。中国語・英語・ポルトガル語・スペイン語・タガログ語・やさしい
日本語の6言語で週1回以上の頻度で配信する。

いつでも音楽が聞こえるまちにすることを目的として「いつでも誰でもコンサー
ト」を実施する。仮称「ミュージック・ユース・フェスタ」を開催し、青少年が自らの
音楽を発信できる場を新たに創出する。

産業遺産やモノづくりを担う企業などを魅力ある地域資源と位置付け、地域に
散在する「産業遺産」「産業文化財」をネットワーク化して区全体をミュージアム
に見立てた「かわさき産業ミュージアム」構想を推進する。

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

●住み慣れたところで安心して暮らすことができるように、地域で支え合いながら暮らす仕組み
　 づくりに取り組みます。
●市民団体と連携し、旧東海道川崎宿に関する多くの歴史・文化を活かして、にぎわいのある魅
　 力ある地域づくりに取り組みます。
●子どもの支援関係機関・施設や地域の市民活動団体との協働によるネットワーク体制を確立し、
　 子どもに関する課題解決に向けた総合的な支援に取り組みます。
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事　　　業　　　概　　　要

地域防災活動の推進事業

793
○ 交通安全の普及啓発事業

1,266

○ 保健福祉情報発信事業

4,238
◎ 障害者施設マップ作成事業

320
◎ 感染症予防ハンドブック発行事
業

882

○ 総合的な子ども支援事業

　 6,892

○ さいわいはじめようエコ事業

4,577

さいわいものづくり体験事業

1,827

地域の魅力発信事業

☆ 1,050
○ 音楽のまち推進事業
（幸（しあわせ）プロジェクト）

4,031
幸アーカイブ（地域の記憶を残
す）事業
（幸（しあわせ）プロジェクト）

853

○ 地域資源を活かしたまちづくり
事業
（幸（しあわせ）プロジェクト）

1,638
幸区情報発信推進事業
（幸（しあわせ）プロジェクト）

1,828
○ さいわい区民アンケート事業
（幸（しあわせ）プロジェクト）

2,104
幸区提案型協働推進事業

2,511

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

区内のものづくり関連施設や科学技術関連機関と連携して、ものづくりや科学
技術を体験的に学べる場を提供する。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

ごみ減量、リサイクル、地球温暖化対策など、環境に配慮した行動をできること
から始めようと呼びかけ、地域から取組を進める。

Ⅴ　活力にあふれ躍動するまちづくり

子育て家庭の育児不安を解消し、地域全体で子育てを支援する環境づくりを
進めるため、交流の場の提供や情報の発信、子育て支援講座の充実を図るとと
もに、父親の育児参加を支援する。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

保健福祉センターの保健・福祉サービス等の内容を記載した情報誌「保健福祉
センターだより」及びその特別号を作成して広く区民に情報提供する。

区内の障害者施設及び製品を紹介するマップを作成し、区民の障害者への理
解を深める。

区民の感染症予防の知識の普及啓発を図るため、手洗いを基本としたマニュア
ル本を作成する。

地域の課題解決に向け、区内の活動団体などから事業計画を募集し、参加と
協働によるまちづくりを推進する。

区の地域資源である夢見ヶ崎動物公園を中心とした加瀬山周辺の魅力を高
め、コミュニティ活動を推進する場とするため、幸区区民会議の検討を踏まえ、
夢見ヶ崎動物公園及びその周辺状況を調査、把握し、今後の魅力発信のため
の方策を検討する。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

幸区の郷土記憶を映像や記録で収集整理し、地域の歴史・変遷の記憶を区民
と共有することにより、郷土愛や地域への愛着心の醸成を図る。

区民の生活や行政に対する意識を明らかにし、区政運営及び地域の課題解決
の参考とするため、アンケート調査を実施する。また、過去に実施したアンケー
ト結果をわかりやすくまとめたパネルを作成し、広く区民に情報発信する。

区民会議提言を踏まえた地域の課題解決への取組状況、参加と協働の取組な
どを広報する。また、区ホームページをより区民にとって情報を入手しやすく親
しみやすい媒体とするため、充実を図る。

日吉地区を中心に、様々な分野で活動している地域団体がネットワークをつく
り、地域資源を活かしたエコツアーや交流イベントなどを実施する。また、日吉
地区の地域固有の魅力を引き出すために、文化・歴史の保存・伝承等を主軸と
したまちづくりを推進する。

区役所等の公共施設を会場としてのロビーコンサートなど、身近な場所でより多
くの人に音楽に親しんでもらう機会を設けて、音楽のまちづくりを推進する。

避難所運営会議や防災ネットワーク連絡会議の活動などへの支援を進めるとと
もに防災フェアの開催などを通じて地域の防災力を高める。

交通安全意識の高揚を図り、交通事故を防止するための啓発活動を地域ぐる
みで実施していくとともに放置自転車対策として、指導・キャンペーン等啓発活
動を実施する。

事　　　　　業　　　　　名

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                 （単位：千円）

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

●幸区では、主に鉄道駅周辺を中心とした拠点整備の推進や工場跡地の再開発などにより、まち
　の様相が大きく変化してきています。
●一方では、核家族化の進行や生活様式の変化、大規模な集合住宅の建設による新たな住民
   の増加などにより、地域における区民のつながりにも変化が見られます。特に、町内会・自治
　 会への加入率低下や近隣関係の希薄化などの影響による地域のコミュニティ形成力の低下の
　おそれや子育てに悩む若い世代の不安などへの対応が求められています。
●このようなことを踏まえ、「しあわせ」感の感じられる幸区を目指して「幸（しあわせ）」プロジェクト
　を展開し、災害に強いまちづくり、地域での子育てを支援する環境づくり、高齢者を共に支えあう
　地域づくり、地域資源を活かした取組や地域の活動の支援など、区民の参加と協働による課題
　解決に向けた取組を推進していきます。
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事　　　業　　　概　　　要

中原区ガイドマップ（安心マッ
プ）作成事業

1,838
安全で快適な歩行空間の再整
備事業
☆ 20,000

橋わたしによる地域福祉の活
性化事業

669
◎ なかはらパンジー体操事業

1,129

○ 中原区子育て支援推進事業

　 2,140
◎ 中原区子育て支援者養成事業

　 864

○ 中原区ＳＴＯＰ！ヒートアイラン
ド事業

3,746
「区民の手で花いっぱい中原」
事業

1,932

◎ なかはら二ヶ領用水竣工４００
年記念事業
☆ 1,711
スポーツ（アメフット等）を通した
地域活性化推進事業
☆ 1,792
小杉駅周辺再開発地区まちづ
くり推進事業

☆ 2,807

◎ 大型集合住宅住民組織支援
事業

☆ 2,130
○ 中原区市民提案型事業

3,764
商店街と連携した地域のまち
づくり推進事業
☆ 1,172

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

地域で開催している「子育てサロン」への支援を行うなど、子育てに不安を抱え
る母親に対し、親子の仲間づくりや居場所づくり等地域の中での子育て支援を
行う。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

小杉駅周辺再開発地域をはじめとした大型集合住宅住民に対して、住民自治
活動の重要性の認識を高めるため、地域デビュー講座を開催するとともに、各
種区民交流イベントへの積極的な参加を促進することにより、地域コミュニティ
の主体的な役割を担えるよう支援する。

転出入の多い中原区において、地域における子育て支援の核となる育児支援
者を育成し、地域での支援者層の拡大と力量アップを図る。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

環境の取組への協力呼びかけや環境に対する区民意識の向上のため、緑の
カーテン事業、打ち水大作戦、環境ミーティング、環境バスツアーなどを実施す
る。
区民との協働により、区役所敷地内や公共用地に植栽を行うことにより、区民が
憩う場所づくりを進め、潤いがあり環境と調和したまちづくりを進める。

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

平成23年3月の二ヶ領用水竣工400年に向け、区内の町内会・自治会と連携を
図りながら、市民活動団体などとの協働により、多くの方々に二ヶ領用水の歴史
的な意義や価値を広く周知するためのガイドブックを作成する。

商店街を地域の情報交換や交流機能等地域コミュニティの場として活用するた
めのモデル事業を実施して地域の活性化に向けた取組を支援する。

フラッグフットボール小学生交流大会の開催やアメリカンフットボール啓発事業
の実施等を通して、区民交流、地域の活性化を図る。

小杉駅周辺再開発地区における放置自転車を防ぐため、新たに指定する放置
禁止区域の周知、横須賀線武蔵小杉駅の新駐輪場への適切な誘導や放置自
転車禁止の呼びかけを行う。また、放置自転車動向調査を実施し、放置自転車
対策を強化することで、再開発地区周辺のまちの魅力を高めていく。

地域社会の抱える課題の解決を目的に、解決すべき課題とその課題の解決に
取り組む団体を公募選定し、事業を実施する。また、新たな制度として、区民会
議などから提案された課題について取り組む団体を公募選定し、地域の課題
解決に向けた事業を実施する。

事　　　　　業　　　　　名

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）　

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

区に転入してきた新規住民や区民に配布することを目的に、区の概要や防災
拠点などを掲載した「中原区ガイドマップ」を作成し、安全・安心のまちづくりの
推進を図る。
管内の水路の多くはコンクリート蓋が架けられ歩道として利用されている。しかし
このコンクリート蓋は設置年数が長く老朽化が著しい状況であり、安全で快適に
歩行できるよう再整備する。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

区内中小企業などへの福祉施策等の普及啓発のためのまちなか講座の実施、
ワークショップや地域福祉講座の開催などにより、支え合える地域づくりの橋わ
たしを行う。

高齢化社会を迎えるにあたり、要介護状態になることの防止や認知症予防のた
めに、生活機能を維持し外出や社会的交流を促進する必要がある。そのため、
区民との協働により介護予防DVDを作成し、地域における介護予防活動を普
及する。

●中原区の人口は市内７区中最多であり、小杉駅周辺をはじめとした開発などにより、さら
   に人口が増加することが見込まれます。人口増加に対応する地域の安全・安心や福祉
   など行政サービスの充実を図ります。
●世帯構成における子育て世代の多さも区の特徴であり、多様化するニーズに対応できる
   よう子育て支援事業の充実を図ります。
●鉄道駅周辺の放置自転車対策、身近な環境問題の意識啓発に係る取組を推進していき
　 ます。
●小杉駅周辺再開発地域をはじめとした大型集合住宅住民に対して、住民自治活動の重要
　 性の認識を高めるため、地域交流やまちづくりを促進する事業を実施します。
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事　　　業　　　概　　　要

◎ 地域防災力向上事業

777

○ 高津区公園体操推進事業

1,670

○ 高津区こども総合支援事業

　 4,608
発達に心配のある小・中学生
への生活支援事業
　 1,000
発達などが気になる乳幼児の
相談･支援事業
　 774

「エコシティたかつ」推進事業

☆ 2,794
使用済みてんぷら油を活用し
た資源循環調査・研究事業

500

「たちばな農のあるまちづくり」
推進事業

2,000
◎ 高津区二ヶ領用水竣工４００年
記念事業

4,387
○ 大山街道周辺整備活性化事
業
☆ 9,692
○ 高津区音楽のまち推進事業

4,717

高津区協働事業提案事業

3,767
地域コミュニティ施策推進事業

2,499
○ 高津区区政情報発信事業

1,490
◎ 高津区公共サイン基礎調査事
業

1,503

二ヶ領用水竣工４００年と同時に竣工７０年を迎える二ヶ領用水久地円筒分水
に焦点を当て、「全国円筒分水サミット２０１１in高津」として記念シンポジウムや
写真展を開催するほか、記念報告集を発行する。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

区ホームページなどを活用し、効果的に区政情報を発信する。また、区役所の
主な事業や予算などの全体像を示し、地域課題やそれに対する区役所の取組
状況についての情報共有を図るため、新たに高津区の事業概要を作成する。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

包括支援センターなどの関係機関や高津区運動普及推進会、町会などの住民
組織と連携しながら、地域住民が身近な公園等で「高津公園体操」を実施でき
るよう、地域ごとに研修会を実施するとともにＤＶＤ等の販売を通じて普及啓発
していく。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

大山街道及びその周辺の地域資源を活かし、魅力的な空間を創造するため、
「高津大山街道マスタープラン」に基づき、景観整備や歴史的な建築物などの
活用による賑わいの場づくりなど様々な事業を展開し、地域の活性化を図る。

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

「農あるまちづくり」に向けた地産地消、循環型事業、食育やシニア世代との連
携事業などの基本方針に基づき、アクションプログラムを実施する。

公共サイン設置状況実態調査として区内の屋外空間に設置されている公共の
案内看板の設置場所、設置目的、設置主体（所管）等の実態調査を行い、調査
結果を一元化したデータを作成し、調査結果を分析する。

音楽を通して、区民にゆとりと安らぎを提供するとともに、地域の音楽文化の振
興を図るため、花コンサート、区民音楽祭、キラリたかつコンサート、子どもの音
楽文化体験事業、国際交流コンサート、ファミリーコンサート等を開催・実施す
る。

区内の子ども・子育て支援を充実するため、子ども・子育てネットワーク会議の
運営、子育て情報ガイドブック等の更新、父親の子育て参加を支援する講座な
どの開催、子育てグループマップの発行、交流会の実施、食育を通した幼・保・
小連携の事業などを行う。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

持続可能な地域社会を形成するため、市民・事業者・行政などの多様な主体に
よる協働の取組を推進するとともに、区内の地域資源を活用しながら、「エコシ
ティたかつ」推進方針に基づき事業展開をする。
使用済み油の回収を行うにあたっての調査･研究として、回収した油から製造し
た軽油代替燃料の活用イベント、環境教育などの各種学習会を開催し、資源
循環のまちづくりを推進する。

教科ごとの学習支援、ゲームや遊び等を通じた体験学習、集団生活体験の場
としての宿泊体験学習などを通じて、発達に心配のある小中学生やその保護者
の支援を行う。
相談支援事業、自助グループづくり事業などを通じて、発達などが気になる乳
幼児とその保護者の支援を行う。

モデル地区を設定し、その町内会にコンサルタントを派遣し、町内会活動の活
性化を図る。また、そのノウハウを伝播するため、報告書を作成するとともに、
フォーラムを開催し、広く周知する。

高津区が抱える地域の課題を区民と協働で解決するため、市民活動団体から
提案を募り、提案した団体と区役所が協働で事業を執行する。

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

区民会議で議論されている地域防災力の向上のために、避難所運営会議単位
で年間７ヶ所程度を対象にしてモデルマニュアルを参考とした講座を開催し、３
年間で全ての運営会議２２ヶ所に対して講座を開催する。

事　　　　　業　　　　　名

●マンション建設等による人口の急増は沈静化しつつありますが、今後しばらくは人口の増加
　が見込まれます。
●子育て世代の転入が多く、保育所の待機児童や慣れない生活環境での育児などの課題が
　あります。
●転入による新住民の増加に伴い、コミュニティにも変化が見られ、それらに対応した総合的
  なコミュニティ施策の推進や、地域安全力の向上が求められています。
●環境問題への総合的取組や、大山街道や二ヶ領用水久地円筒分水、橘地区の都市農業
　など地域資源を活かしたまちづくりを区民と行政とが協働して進めていきます。
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事　　　業　　　概　　　要

○ 安全安心まちづくり推進事業

650
○ 防災意識普及啓発事業

2,450
○ 川崎の北の玄関口周辺再構築
事業
☆ 6,100

◎ 宮前区食育推進事業

2,057

親と子の子育て応援セミナー
事業

455
○ 子ども包括支援事業

　 3,419
○ シニアライフ支援事業

　 1,395

◎ 公園の魅力アピール事業

438
◎ 冒険あそび場活動支援事業

☆ 496

○ みやまえロビーコンサート

3,850
○ 響け！みやまえ太鼓ミーティン
グ

1,744
○ みやまえ映像コンクール支援
事業

805
◎ カッパーク鷺沼サイン看板整備
事業

2,415
◎ みやまえカルタ制作事業

599

○ 地域情報発信事業

3,476
商店街と連携した地域コミュニ
ティ促進事業
☆ 1,240

地域コミュニティの促進、商店街の振興を図るため、商店街の中に地域のたまり
場を開設し、各種講座等を開催する。

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

公園の利用促進と地域コミュニティの活性化のため、地域の申出に応じて公園
に掲示板を設置するほか、公園で行われるイベント等の情報発信をする。

地域が主体となって実施する「冒険あそび場」を支援し、次世代育成の場を確
保するとともに、地域住民の参加による地域コミュニティの活性化を図る。

区民に親しまれる区役所をめざして、区役所２階ロビーで月１回、質の高い
様々なジャンルの音楽を提供するコンサートを行うほか、200回記念コンサート
を開催する。

世代間・地域間交流の活性化のために、地域の祭りなどの情報をイベントカレ
ンダーや地域ポータルサイトで広く発信するほか、町内会などへの回覧物を毎
月1回一括して送付することで、地域情報の発信を効果的・効率的に行う。

地域への愛着を育み、地域コミュニティの活性化を図るため、地域の「資源」や
「宝」を題材にしたカルタを制作する。

カッパーク鷺沼が区のシンボルゾーンとして交流の場になることを目指し、全体
エリアを示した図や成り立ちを解説したサイン看板を設置する。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

「自分たちのまちは自分たちで守る」という考え方を基本に、「防犯」「交通安全」
「防災」の各分野において自助、公助活動をサポートし、安全安心なまちづくり
へ向けた市民活動を推進する。

事　　　　　業　　　　　名

親の育児力向上を支援し、仲間づくりや子育てグループの人材育成を図るた
め、子育てに関する知識と技術を持つ公立保育園の人材を活用し、セミナーを
開催する。

地域の文化･伝統を再認識し、個性豊かで魅力ある文化の創造を目指して、区
内に数多く残る民族芸能や和太鼓の演奏を行う。

シニア世代の人生設計や生きがいづくりをサポートするとともに、その活力を地
域で活かすために、相談窓口の開設や講演会、出前講座などを実施する。

「こどもサポート南野川」において、いじめ及び不登校の子どもの居場所づくり、
子育て相談のほか、子育てサロンの開催などの育児支援を行う。

大規模災害に備え区民の防災意識の向上を図るために、防災フェアの開催、
防災ニュースの発行、防災推進員の養成などを行う。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

健全な食生活を実践し健康増進を図るため、区内の食育の取組を紹介する冊
子を作成するほか、食育フォーラムを開催する。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

「北の玄関口」の景観向上を図るため、東名川崎インターチェンジ正面の広告
看板の再編･整理、既存花壇の立体化等を行うとともに、関係局による生田緑
地への誘導サイン整備との連携によって、北部地域の魅力発信を推進する。

中学生が地域を知り、親しむ機会を確保しつつ、「映像のまち・かわさき」を推進
するため、市民活動団体が中学生を対象に実施している映像コンクールを支援
する。

●宮前区は市内７区のうち、子どもの数が最も多く、人口に占める比率も高くなっています。一方、
　近年は高齢化が急速に進み、高齢化の伸び率も高く、誰もが住みやすく暮らしやすいまちづくり
　が求められています。
●区では「子どもの安全・安心な見守り」「子育て支援」「高齢者福祉の推進」「地域防災力の向上」
  「地域コミュニティの醸成」などの地域課題について重点的に取り組んでいます。
●課題解決に向けて区民や区民主体の「区民会議」「まちづくり協議会」などと協働して、快適で
  住みやすいまちづくりを目指します。
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事　　　業　　　概　　　要

多摩区安全・安心まちづくり推
進事業

1,810
市民防災活動支援事業

1,316

○ パサージュ・たま事業

531

多摩区「親と子の育児園」事業

　 1,582
○ 多摩区子育て支援パスポート
事業
　 725
多摩区こどもの外遊び事業

800
たまたま子育てまつり

567
多摩区・３大学連携事業

　 1,823

　 まちかどアメニティ事業

3,017

○ 観光振興・タウンセールス推進
事業

4,938
○ 観光振興・道路景観整備事業

☆ 311,630
◎ 二ヶ領用水竣工４００年記念事
業

400
◎ 仮称藤子・Ｆ・不二雄ミュージア
ム広報事業

227

　 地域コミュニティの活性化促進
事業

1,607
磨けば光る多摩事業

2,229

地域の防災力を強化するため、自主防災組織と連携し、防災対策セミナー、市
民救急員養成講座、防災フェアを開催するとともに、避難所資器材の整備を進
める。

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

事　　　　　業　　　　　名

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                   （単位：千円）

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

安全・安心なまちづくりを推進するため、区民、警察、行政が連携し、防犯、防
火、交通安全、放置自転車対策等の活動に取り組む。また地域安全情報の発
信、パトロール支援、防犯出前教室等を実施する。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

かつて桃栽培が盛んであった宿河原地区の市有地において、区民と協働で桃
の植樹を行うことにより地元愛の醸成や環境教育の一助とする。

多摩区内の障害団体及び障害者施設等の活動紹介、普及啓発活動、作業実
演、相談等を通じて障害福祉に対する理解を広く区民に深めてもらうとともに、
障害者が地域社会とのつながりを持つことを目的として開催する。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

０歳から３歳までの家庭で保育をしている親子を主な支援対象として、子育てに
ついての学習や交流の機会を提供し、子育て力を養うとともに、虐待予防施策
の一助とする。
区商店街連合会との協働により、区内の妊娠中から18歳未満の子どもがいる家
庭の経済的負担の軽減と共に、声かけ・見守りによる地域でのコミュニケーショ
ンを高め、子育てを地域社会が一体となって支援する。

多摩区と区内３大学（専修大学・明治大学・日本女子大学）で構成する「多摩
区・３大学連携協議会」により、大学と地域の交流や連携を図るとともに、地域の
様々な課題の解決に向けた取組をモデル的に実施する。

家族や生活様式の変化に伴い、子どもを取り巻く環境も変化していることから、
運動場や公園等の広場、周辺にある自然環境の中で子どもたちの創造力を培
う「こどもの外遊び」を実施する。
地域の中で安心して子育てができるような地域環境を醸成するため、子育て支
援団体、市民グループ、関係行政機関が協働して、子育てに関する情報交換
と様々な交流の場を総合的に提供する。

多摩区における地域課題の解決に向けて、多摩区民が自主的、主体的に実施
する公益性の高い活動提案を募集し、選定されたものを区の事業として位置づ
けた上で、提案者に委託する。

二ヶ領用水の役割を歴史的に再確認するとともに、多摩区民が「ふるさと川崎」
の歴史を見直す中で、さらによいまちづくりに取り組む一助となることを目的とし
て、二ヶ領用水竣工４００年記念事業を実施する。

多摩区を豊かな自然や文化財と身近で触れ合える新しい観光エリアとして広報
宣伝し、観光客の誘致に努めるため、多摩区観光推進協議会と連携・連帯し、
住み良い、賑わいと魅力あるまちづくりを推進する。
生田緑地や多摩川に代表される豊かな自然と個性と魅力ある文化施設等を有
する多摩区の魅力向上の一助とするため、回遊性や歩行空間の快適性の向上
に向けた道路景観整備を行う。

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

市北部の新たな魅力の発信拠点として平成２３年秋に開館が予定されている仮
称藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムは多摩区としても新たな観光施設であり大きな
期待をしているため、地元からの盛り上がりを目的に広報を実施する。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

町内会の抱える未加入世帯の増加という課題の解決に役立てるため、「町内会
加入促進ハンドブック」等を作成し、各町内会長・町内会加入担当者が未加入
者に加入勧誘活動を行うときの資料として活用を図る。

●生田緑地や多摩川に代表される豊かな緑は、多摩区の大きな特長となっています。中でも
　 生田緑地では、平成23年度に仮称藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムの開館や青少年科学館の
　 改築オープンを予定しており、その魅力がますます向上していきます。
●この生田緑地を貴重な観光資源としても活用するため、登戸・向ヶ丘遊園駅及び宿河原駅
 　からの回遊性向上や観光振興・タウンセールスに取り組んでおり、地域全体の活性化へつ
 　なげていくことを目指します。
●平成２３年３月には二ヶ領用水が竣工４００年を迎えるため、区民と協働で記念事業を実施
　　します。

-94-



事　　　業　　　概　　　要

麻生区安全・安心まちづくり事
業

990

小地域のつながりネット支援事
業

1,157
◎ 高齢者見守りネットワーク事業

1,025

○ こども関連大学連携事業

　 1,724
◎ 若いときこそ健康貯金推進事
業
　 792

麻生区自然エネルギー活用促
進事業

555
○ 麻生里地・里山保全推進事業

1,180
◎ エコのまち麻生推進事業

5,346

○ 麻生音楽祭2010

3,656
○ しんゆり・芸術のまち推進事業

☆ 27,280
○ 地域資源を活用したまちづくり
事業

6,180
あさお芸術のまちコンサート

2,830

麻生区市民活動支援施設活
用事業
☆ 7,997
○ 区役所窓口等サービス充実改
善事業

1,248
町内会事業提案制度

1,000

区内各団体から地域資源を活用した企画提案を受け、事業を実施する。ス
ポーツのまちづくりを推進するため、区内の資源調査や広報物の発行を行うとと
もに、区内に練習場を有する川崎フロンターレと連携した地域交流を進める。

麻生区に残る里地・里山の魅力を未来に繋ぐため、講座やフォーラムの開催、
広報誌の発行などの事業を展開する。

（◎は新規事業、○は拡充事業、☆は区の課題解決に向けた取組の予算）                  （単位：千円）

Ⅱ　幸せな暮らしを共に支えるまちづくり

高齢者の見守りネットワークを充実させるため、協力してもらえる事業者を呼び
かけるチラシ、ステッカー等を作成する。

事　　　　　業　　　　　名

子育てに関して大学が有する知的資源・人材等と連携し、子育て支援策の検
討及び展開を図る。

区内８箇所の中学校に通う生徒を対象に食生活に関する教室を実施する。また
「バランスの良い食生活」をテーマとしたパンフレットを作成する。

Ⅳ　環境を守り自然と調和したまちづくり

「しんゆり・芸術のまち」づくりを推進するため、地域の団体と連携し情報発信、
サイン整備、イベント開催を行う。

町内会活動の活性化と町内会加入促進策の一つとして、地域で活動する町内
会等の自主的活動に対して、その活動を支援する。

窓口繁忙期に臨時職員を雇用し、来庁者へ申請書等の案内業務を行う。ま
た、保健福祉サービス課窓口用に番号札を配備し、混雑緩和や円滑な案内に
向けた改善を図る。

Ⅰ　安全で快適に暮らすまちづくり

安全で安心して生活できるまちづくりを推進するために、区民・各種団体相互
の連携強化を進める。

地球温暖化防止活動の一つとして、環境にやさしい自然エネルギーを広く区民
に普及啓発するためのイベント、講演会、施設見学会、広報誌の発行などの事
業を展開する。

区民会議の提言である「エコのまち麻生」を推進するために、区民が身近に取り
組めるエコ活動を紹介するパンフレットの作成や大型リチウムイオン電池を活用
した実験などを行う。

「麻生市民交流館やまゆり」を活用し、運営主体である市民組織と協働して市民
活動を支援する。

区内等の音楽家、音楽愛好家が主体的にコンサートを開催し、「音楽のまちあ
さお」「しんゆり・芸術のまち」を推進する。

Ⅶ　参加と協働による市民自治のまちづくり

地域の保健・福祉の課題解決のため、小地域で主体的に取り組む保健・福祉
のつながりネットワークづくりを支援する。

Ⅵ　個性と魅力が輝くまちづくり

区内の音楽団体、小・中・高校などの音楽グループが、相互に交流を図りなが
ら芸術文化の向上を図るため、音楽祭を開催する。

Ⅲ　人を育て心を育むまちづくり

●人口の増加が進み子どもの割合が高い「はるひ野」地区や、人口が減少し高齢者の割合が
　高くなっている「白山」地区など、地区によって人口増減や構成比等が異なっており、地域
　特性を踏まえたまちづくりが求められます。
●新百合ヶ丘駅周辺地区には、アートセンターなどの芸術文化資源が、柿生駅周辺地区には
　川崎フロンターレの練習場などスポーツ資源が集積しており、芸術・文化、スポーツなどの
　地域資源を活かした特色あるまちづくりを進めていきます。
●区民会議の提言である「エコのまち麻生」を推進するため、自然エネルギーの活用など
　区民に身近なエコ活動をさらに進めていきます。
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